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名前 解答

問1 次の図は、19世紀前半のイギリス、中国（清）、インドの三角貿易を示している。Aの語句は何か。

( 銀 )

問2 イギリスが三角貿易を行った理由として正しくないものはどれか。 ( B )

A. 清との貿易赤字を解消するため

B. インドの経済を発展させるため

C. アヘンの密輸を行い利益を得るため

D. イギリスの産業革命で大量生産された綿織物をインドに輸出するため

問3 アヘン戦争は、どこの国とどこの国との間で起こった戦争か。 ( イギリスと中国（清）との間 )

問4 アヘン戦争で勝利した国はどこか。 ( イギリス )

問5 アヘン戦争の結果、結ばれた講和条約は何か。 ( 南京条約 )

問6 問5の講和条約が結ばれた翌年に、不平等条約が結ばれた。この不平等条約は、どのような点で不平等だ

ったか。

・清に関税自主権がなかった

・イギリスに領事裁判権が認められた

問7 アヘン戦争後の賠償金の支払いのため、清では農民に重税が課された。このため、清の各地で反乱が起こ

った。この反乱を何というか。 ( 太平天国の乱 )

問8 次の文章の括弧に入る語句を答えよ。

1857年にインドで起きた、イギリスの植民地支配に対する反乱を（　①　）といい、この反乱を鎮圧したイギリス

は、（　②　）皇帝を退位させ、インドを直接支配する体制を整えた。

( ①インド大反乱 ) ( ②ムガル )

欧米のアジア侵略.2

中学社会歴史 開国と江戸幕府の滅亡

解答

イギリス

インド 中国（清）

綿織物 A

A

アヘン

A 茶・絹
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